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＜連絡事項＞

· 症例検討会・行動制限最小化委員会を開催致します。資料作成をお願い致します。
· 山田　典子様　血液検査の肝機能値について、川端先生より内科診察をするよう指示
　　　　　　　あり、本日三上先生に報告・診察依頼をしましたが、肝機能値が異常

値を示し尚且つ身体症状が出現した場合は、診察をするとの事で様子観察するよう指示がありました。血液検査データの確認と身体症状(倦怠感・黄疸など)の観察をし、不調時は診察を依頼していきましょう。

· 風邪薬処方者…本多富美様、八木橋牧雄様が継続処方となっています。引き続き手洗　

　　い・含嗽の励行、バイタルサインの確認をしていきましょう。

＜レク活動評価・検討＞

エレベータ競争…始めはぎこちなく失敗する方がおりましたが、しだいに慣れ素早く出来ています。雰囲気も明るさ見られています。

ちっちゃい綱引き…はちまきを使い。ミニ綱引きのように行っています。激しく運動する事を拒む方が積極的に参加し、1番を狙うなど意欲が見られています。

いくつ書けるかな…テーマを1つにしぼって行っていますが、時間に余裕が出てしまい,臨機応変にテーマを替え進行し患者様を飽きさせない工夫をしています。盛んにホワイトボードに記載してくれる方もおり、積極的に参加していただけた様子です。

そっとそっとの輪くぐり…Ｂグループの参加者はスムーズに新聞紙をくぐっていたため、新聞紙を利用し何処まで長くちぎれるかを協力して競争して頂いています。他者に助言をしたり積極的にちぎったりと意欲が見られる方もいます。

＜アルコール依存症治療プログラム実施状況・評価＞

上道　茂様…第1期目を実施中。10月2日より第2期（内観）開始予定。

　　　　　　「１～２合しか飲んでいなかった」と否認を表出しています。また、将来家庭を持ちたい、断酒には自信があると話されていますが表面的です。内観をしながら、自己が引き起こしてきた周囲への酒害について認識していただきましょう。

　　　　　※東病棟の女性患者様へ、一方的に渡したと東病棟スタッフより情報あり。レストラン移動時に交流が見られないか観察し、適宜適切なコミュニケーションのとり方や入院中の患者様への配慮について介入して行きましょう。

八木橋　牧雄様…第2期目の内観を実施中。　10月2日より第3期(回復イメージ・生活再設定)の予定。外泊訓練はご家族の強い拒否により、主治医から実施しなくてもよいと指示あります。今後は、ご家族へ共依存からの脱却と酒害について正しく理解していただく必要があります。内観の必要性や方法を指導しますが,「相手の受け取り方で変わる」「誰にも迷惑をかけていない」と否認されています。普通の飲酒者と依存症者の違いを指導しながら、家庭や仕事に支障を来たした飲酒への振り返りをしていただきましょう。

庭田　智樹様…飲酒していた時の状況について,「思ってもいないことを言ったりした。二日酔いで具合が悪い時は飲むのを止めようと思った」「まだ断酒できるかは自信がないが少しずつ断酒に気持ちは動いている」と淡々と話されています。普段から積極的に自己主張をされず内に潜ませている様子見られるため、言語化し不満をためないようＳＳＴでの介入も必要と思われます。

＜猪股先生診察状況＞

庭田　智樹様…入院時の幻視は消失したことから、今夕よりハロステン（向精神薬）とタスモリンが中止となります。時にイライラしていると話されている事から、適宜声掛けし言語化するよう関わりましょう。

八木橋　牧雄様…妻との面会時、断酒できなければ離婚だと話された事に「勧められて入院しプログラムもやり退院が見えてきたのに」と不満げな様子ですが、退院への不安については「体力が心配。郵便局が民営化でバタバタだし、3ヶ月も入院した為重い荷物が持てるか」とだけ話されています。

大平　美彦様…気分は少し下がっているが、それほどではないと話されています。外泊希望聞かれていますが、外出のみ許可出ており,外泊については良ければ主治医から伝えるとの事です。引き続き日中の活動状況や気分の状態について観察していきましょう。

蛯名　勝幸様…9月18日の外出について「いつもと同じ」「よかった」とのみ話されています。外出の事については話さず、本人より「三者面談が必要か、来週来るよう言う」と話されています。主治医が妻様へ直接電話をし、面談の日程について調整するとの事です。今後も不安の言語化・気分の状態観察をして行きましょう。また、主治医へ３者面談の確認をしていきましょう。






















